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1 ． は じめ に

　大境洞窟遺跡 は、富 山県氷見市大境に所在する洞窟遺跡で ある 。 洞内 に は約 34m の 奥行きが あ り、

中央 に白山社 の 社殿 が設 け られ て い る 。 1918年、こ の 社殿 の 改築工 事 に伴い 遺物が 出土 した こ とか

ら 、 発掘調査 が行 われ る こ と とな っ た 。 調査 の 結果、六 つ の 文化層が 基盤上 に堆積 して お り（表 1 ）、

縄文 土器 をは じめ、大型石 棒 、 抜歯の 施 され た 人 骨か ら 中世陶磁 器 ま で 、縄文 時代か ら中世ま で の

遺物 が発掘 され た 。 当時は 縄文時代 と弥生時代 の 前後関係 に つ い て もは っ き り して い なか っ た た め 、

層序 関係 の 明確 な本遺跡 の 発 掘結果は非常に重 要な も の で あ っ た。 さらに、こ の 発 掘調査 が 、我 が

国にお ける初 めて の 学術 的な洞窟遺跡の 調査 で あ っ た 。 こ うした背景か ら、1922 年、国の 史跡 と し

て の 指定 を受け 、 今 日まで保存 され て きた 。 そ の た め、これ ま で 更な る調査 が 行わ れ るこ とが なか

っ た が、2004 年に大境洞窟遺跡の 防災工 事に 先 立 つ 遺構 の 残存状況調 査 が行 われ る こ と とな っ た 。

本遺跡の 発掘調査 は学史的に は重要 なもの で あるが 、出 ：ヒ遺物が 統
一

的に管理 され て い るわけで は

な く、さらに各遺物に 関する記載 も残存 して い な い。こ うした状況 で は 、今後の 研 究の 進展 を 望 む

こ とはで きな い
。 特 に、年 代は各事象 を系 統立 て て説 明す る うえで欠 かせ ない 要素 で あ る。年 代観

の 構築は最重要課 題 と考え られ る。そ こ で 、本研究で は まず、遺構 の 残 存状況調査 に伴 っ て 設 け ら

れ た ピ ッ トの 土 層断面か ら炭化物 を採取 し、その
1
℃ 年代 を算出す る こ とで 、大境洞窟遺跡 の 出現

時期 の 推定を行 っ た 。

．影

表 1 ．大 境洞 窟 遺跡 か ら検出 され た 文 化層

土層名 時代

第 1層 14 世紀〜16 世紀

第 2 層 8 世紀第 2 四 半期
〜10世 紀 前半

　 匂 o

◇

　勾 o

第 3 層 古墳時代 中期〜後期

第 4 層 弥 生時代 中 期 末葉〜後 期 終宋

第 5 層　　 縄文 時代晩期 末〜弥生 時代 中期 中葉

第 6 層 縄 文時代 中期 中葉〜後期 中葉

図 1 ．大境洞窟遺跡 の 平面図
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2 ．実験

　試料は 、 調査 に伴 っ て 設 け られ た ピ ッ トの 土層断面 か ら採取 した木 質炭化物 で ある。合 計 7 つ の

ピ ッ トが設 け られて い た が、そ の うち、第六層 と基盤 で あ る砂層が確認 され た ピ ッ トIVと ピ ッ トV

か ら試料 を採取 した （図 2 ）。 砂層か ら 3 点 、 第 6 層か ら 3 点 、 計 6 点 の 試 料に つ い て 分析 を行 っ

た 。 基盤 の 年代 とそ の 上位 の 文 化層の 年代を求 め る こ とで 、本遺跡の 出現時期 を推定す る。

　まず 、 表面 に付着 した 汚染物 を除去す るた め に 、蒸留水 を加 え て 超音波洗浄 を行 っ た。そ の 後 、

HC 重や NaOH 水溶液を用い て二 次汚染物 の 除去 を行 っ た 。さ らに、真 空中で酸化銅 と共に加熱す る

こ とで 生成 された CO2 を、冷媒 を用い て 精製 した 。 そ して 、 これ を水 素と共 に加熱す る こ とで グラ

フ ァ イ トを合成 した。グ ラ フ ァ イ トを測 定用 ターゲ ッ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 北壁　　 　　 東壁 　　　 　南壁　　 　　西壁

トに詰め 、名 古屋大 学年代測定総合研究 セ ン タ ーの 加

速額 量分析計 （HV 。E
，
． M 。 d，1−、、3。　AMS ） に よ り

・

℃ 1
濃度の 測定を行 っ た

。 得 られ た
1
℃ 年代 は 、 暦年 較正 プ

ロ グラム Calib5．0．1 を用 い て 較正 した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ？
また、精製を行 っ た CO2 の

一部は 、 気体用質量 分析計

（Finnigan　MAT −252＞に よ り 、 δ
13C

を測定 した 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 lm
　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

図 2 ．土層断面 図 と試料採取 位置

　○ 印 が 試料 の 採 取 位 置 を 示 す

3 ．結果 と考察

　測定 され た δ　
i3C

値 、

1
℃ 年代 、 較正年代 を表 2 に示 した 。

14C
年代は 1 σ で 、較正 年代 は 2 σ の 範

囲で表 記した 。 砂層か ら採取 した試料 の
一

つ が 、 他 の 試料 よ りも 2000 年近 く新 しい 年代 で あ っ た

ため、堆積 中に撹乱 を受 けた 可能性が ある として 、 こ こで は明記 して い な い
。 OZ −2 か ら OZ −5 まで

の δ
13C

値は約一26 ％ 。 で あ っ た 。 試料が木 質炭化物 で あ る こ とを支持す る結果で ある。
ユ4C

年代 は、

4485−4150BP まで の 値が得 られた 。 縄 文時代中期頃の 年代 と して は 妥 当な結果 と い え る。ま た 、砂

層 の 試料 の 年代 よ りも第 6 層 の 年代 の ほ うが新 しく、層序関係 とも矛 盾 の 無 い 結果 で あ っ た 。較正

年代で は 、 3340−2600cal　BC まで の 年代が得 られ た 。 砂 層 と第 6 層の 境界の 年代 に 着 目す る と、2900

cal　BC あた りに ギ ャ ッ プ がある こ とがわか る 。
こ れ を、よ り視覚 的に 理解で き る よ うに 、較正年代

の probabilityを図化 したもの が図 3 で あ る 。 砂層 の 試料 と第 6 層の 試料で は 、 年 代の 分布 が 明 らか

に異 なる こ とがみ て とれ る 。 これ らの 結果か ら、今回測定 した試料の 年代は 妥当な もの で あ り、砂

層 の 年代と第 6 層 の 年代にみ られ る ギ ャ ッ プ か ら 、 大境 洞窟遺跡 の 出現 時期 は約 BC 　2900 で ある と

推察す る こ とが で きる。

　また 、 先行研 究 と の 比 較に よ り 、 本結果に つ い て 考察を行 っ た （図 4 ）、 第 6 層 は 、出土 した 土

器 か ら、縄 文時代 中期 中葉一後期 中葉に形成 された こ とがわか っ て い る。BC 　2900 頃に本遺跡が 出

現 した とすれば 、約 BC 　2900 以降 に縄文時代 中期 中葉 の 年代 が求 め られ るは ず で ある。 （小 田 ほ か

2001）は 、 北陸地域か ら出土 した 縄文土器 の 付 着炭化 物 の
14C

年代測定 を行 っ た もの で ある。こ こ
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で は 、中期中葉 の 土器 の 付着炭化物 も測定対象 とな っ て い る 。
こ の 試料 の

t4C
年代 は 、4636 ± 237BP

で あ り、較正 年代 は 3651−3020cal　BC で あ る。中期 中葉 の 年代 が 、我 々 の 結果 よ りも古く求め られ

て い る。こ の 原因 とし て は 、測 定 を行 っ た 試料 が 異な る こ とが
一

番 の 原 因 と考え られ る。す なわ ち、

本研究で は 木質炭化物 で ある の に 対 し 、 （小 田 ほ か 2001）で は土器付着炭化 物で あ る。 リザーバ 効

果や old 　wood 　effect を考慮すれ ば、これ ほ どの ズ レが現れ る こ とは 当然 で あろ う。

表 2 ，木質炭 化物 の δ
13C

値 と
i4C

年 代

土層名　　 試料番号　　 δ
13C

値 （％・）
14C

年代 （BP＞　　 較正 年代 （cal　BC ）

OZ −5 一27 4150 ± 30 2880−2600

第 6 層 OZ −4 一26 4180 ± 30 2890−2640

OZ −3 一26 4215 ± 30 2900−2680

砂 層
OZ −2 ・26 4420 ± 30 3320−2920

OZ ・1 未 測定 4485± 30 3340−3030
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図 3 ．各試料 の 較正 年代
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図 4 ．土器 付 着 炭 化 物 の
エ4C

年 代 測 定 に よ る中 期 中 葉の

　　 年代値 との 比較 （小 田 ほ か 2001に加 筆）

4 ．今後の 課 題

　大境洞窟遺跡か ら採取 した炭化物 の
14C

年代測定を行 うこ とで 、 大境洞窟遺跡 の 出現時期 が約 BC

2900で あ ると推定す るこ とが で きた 。しか し、先行研 究 との 比 較に よ りその 妥 当性 が確 か め られ た

わ けで は ない 。そ こ で 、今後 は継続 し て 同遺跡 の
1
℃ 年代測定 を行 うと ともに 、同時期 、同地域に

お ける遺跡 の 年代値 の 集積 を行 い 、大境洞窟遺跡の
14C

年代 と の 整合 性 に つ い て 考察す る。また、

得 られ た年代 を用い て 、自然環境の 変動や他 の 遺跡 との 時間 的関係か ら、遺跡 出現 の 原 因に っ い て

も言及 して い きたい 。
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                                Abstract

  Ohzakai cave  site, Himi city, [foyama prefecture, Japan, has cultural  strata  can  be divided

into six. The  lowest stratum  includes many  Potteries of  the middle  stage of  the Jomon

period. This stage  has a little cave  site when  compare  to other  stage  of  the Jomon  period, we

would  like to elucidate  a question of  development of  the Ohzakai  cave  site. At first, in order

to decide the starting  age  of  Ohzakai cave  site, we  have sampled  some  wood  charcoals  from

the lowest stratum  and  the base stratum  in Ohzakai cave  site, and  dated by AMS  
i`C

 dating.

Samples were  washed  in distilled water  by an  ultrasonic  cleaner,  and  treated with  HCI  and

NaOH.  Each  sample  was  combusted  to C02. After purification, the C02  gas was  reduced

with  H2  to graphite. Graphite targets were  rneasured  by an  accelerator  mass  spectrometer

(HVEE, Model-4130  AMS).  As  the result,  it was  introduced around  2900  cal  BC,  in

addition,  we  regarded  this date imply the starting  age  of  the Ohzakai  cave  site. The  number

of  the cave  site of  the middle  stage  of  the Jomon period is little in Japan, therefore, this

result  will  be expected  as  the information to elttcidate  the transition of  cave  site of  Jomon

period.
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